
2025年度　教育計画

学習書

その他教材

本校 都城 小林 日南 回数 日

6 27 27

28

18 25 11 11 第１回 14

26 25 第２回 28

29 第３回 11

第４回 25

21 6 6 20 第５回 9

第６回 23

31

7

12 5 19 第１回 15

20 第２回 29

17 2 2 2 第３回 12

23 30 第４回 26

21 14 14 第５回 10

5 4 第６回 7

1

8

前期２　　後期２

前期２　　後期２単位数

スクーリング（時間）

なし

①レポートでは基礎基本を中心に要点を学習し、思考を促し主体的に学習に取り組む態度を涵養する。

②スクーリングでは各単元の重要事項をわかりやすく説明し、基礎的・基本的知識の定着を図る。

③図版や人物コラムなど多種多様な資料を取り入れ、世界史に対する興味・関心を高める工夫をする。

高校世界史（山川出版社７０５）

8

9

ヨーロッパの海外進出とその目的を考察る。１６世

紀アジア諸帝国の統治を理解する。古代・中世を通

じてはぐくまれた伝統の崩壊と変化を考察する。産

業革命を可能にしたイギリスの国内・国際条件を考

察し、ヨーロッパと南北アメリカの社会変革を理解

する。

10

大交易・大交流の時代

アジア諸帝国の繁栄

近世ヨーロッパの動向

産業革命と環大西洋革命

前期テスト

前期レポートは下記の範囲を中心に出題します。

前期レポート第1回～６回　、テスト対策プリント

（第６回レポートに同封）

後
期

3

冷戦と第三世界の台頭

冷戦の終結と今日の世界

後期テスト
2

1

11

12

イギリスの優位と欧米国民国家

の形成

アジア諸地域の動揺

後期レポートは下記の範囲を中心に出題します。

後期レポート第1回～６回　、テスト対策プリント

（第６回レポートに同封）

帝国主義とアジアの民族運動

第一次世界大戦と社会の変容

第二次世界大戦と新しい国際秩

序の形成

欧米諸国の国民国家の形成過程を理解する。ヨー

ロッパ諸国の干渉や植民地政策に対し、アジアの

国々がどのように立ち向かったのかを考察する。

欧米列強の植民地をめぐる対立について考察する。

二度の世界大戦の原因と経過、そして結果について

理解する。

冷戦の時代から今日の世界までについて、国際機構

の形成と平和への模索、経済のグローバル化に着目

し、歴史的に形成された世界の諸課題について考察

する。

教科

4

地理歴史科

世界史探究

文明の成立と古代文明の特質

科目

教科書

副教材

科目の
目標

前
期

中央ユーラシアと東アジア世界

南アジア世界と東南アジア世界

の展開
5

ヨーロッパ世界の変容と展開

東アジア世界の展開とモンゴル

帝国

学
期
月 項　　目

西アジアや地中海周辺でイラン人・ギリシア人・

ローマ人が互いに興亡を繰り返したことを理解す

る。ローマ帝国の分裂とキリスト教・イスラーム教

について学習する。

西ローマ帝国滅亡後の混乱期に、東西ヨーロッパで

起きた政治的・宗教的変化について理解する。唐滅

亡後にアジア各地で変動が起き成立した様々な政権

について理解する。

なし

中央ユーラシアで遊牧国家が興亡を繰り返し、東ア

ジアでは秦王朝が中国を統一したことを理解する。

南アジアでは多様な宗教が成立し、東南アジアにも

影響を与えたことを理解する。

7

西アジアと地中海周辺の国家形

成

イスラーム教の成立とヨーロッ

パ世界の形成

内　　容

6

世界各地で自然環境にもとづいて多様な古代文明が

成立し、そのもとで王などの権力者を中心とする社

会が形成されたことを理解する。

スクーリング テ

ス

ト

なし

レポート


